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報道関係者各位 

2025 年 6 月 1 日 
ボストン コンサルティング グループ 

 

Z 世代・ミレニアル世代の約半数が 
過去 1 年間に中古・リファービッシュ品を購入～BCG 調査 

Z 世代の 3 割程度が将来の売却を前提に購入判断をすると回答 
 
経営コンサルティングファームのボストン コンサルティング グループ（以下、BCG）は、日本全国の 15
歳から 69 歳までの消費者を対象に実施した「サステナブルな社会の実現に関する消費者意識調査」

の調査結果を公表しました。本調査は、環境問題をはじめとしたサステナブルな社会の実現に関する

消費者意識の変化を定点的、かつ長期的に観測することを目的として 2021 年 2 月に開始し、2026
年 1 月に 12 回目の調査を実施しました。 
 

若年層の約 3 割がはじめから中古・リファービッシュ品の購入を検討 

今回の調査では、新たに中古・リファービッシュ品（使用済み製品をメーカー等が回収し、点検・整備

／交換・補修などを施して、新品に近い品質水準にまで戻した商品）に関する意識について分析しま

した。その結果、Z 世代では 30％程度、ミレニアル世代では 26％程度が中古・リファービッシュ品の

購入をはじめから検討すると回答しました（図表 1）。 
 

 
 

過去 1 年間で実際に中古・リファービッシュ品を購入した割合は、Z 世代で 52％、ミレニアル世代で

47％となりました。製品カテゴリ別に見ると、ラグジュアリーファッション・グッズやベビー・子供用品、デ

ジタルカメラといった項目で特にこの割合が高くなっています（図表 2）。 
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さらに、将来その商品を売ることを念頭に、購入価格から将来の売却価格を差し引いた費用（実質負

担額）を考慮して購入を決めていると答えた割合は、Z 世代で 31％、ミレニアル世代では 25％となり

ました（図表 3）。リセールを前提とした購入行動が若年層に根付きつつあることがわかります。 
 

 
 

気候変動と価格高騰の関係性を説明することにより、環境に配慮した製品への価格許容度が向上 

また、今回の調査では CO2 削減など環境に配慮したコーヒーについて、どの程度の上乗せ料金を支

払う意思があるかも質問しました。その結果、特に説明をしなかった場合、通常の商品から 10％以上

の上乗せ料金を支払うと回答した人の割合は 35％でした。一方で、気候変動とコーヒー豆の価格高

騰の関係について説明を行った後では、その割合は 41％へ上昇しました。 
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10％の上乗せ料金は、環境対応の強化によって今後見込まれる価格上昇幅を想定したものです。こ

うした価格上昇について背景を適切に説明することで、消費者の支払い意向が高まる可能性が示さ

れました（図表 4）。 
 

 
 

調査を担当した BCG 東京オフィスのプリンシパル、伊原 彩乃は「若年層を中心に、中古・リファービッ

シュ品が新品と並ぶ標準的な選択肢として定着してきたことが、今回の調査で数字として示されまし

た。加えて今回の調査では、環境に配慮したことによる価格上昇を適切に説明することで、消費者が

追加料金を受け入れやすくなることもわかりました。企業には、循環型の購買体験設計や、環境配慮

の価値を生活者にわかりやすく伝えるコミュニケーションが、今後より強く求められると考えられます」と

述べています。 
 
■ 調査資料 
｢サステナブルな社会の実現に関する消費者意識調査結果」 
環境問題をはじめとしたサステナブルな社会の実現に関する消費者意識の変化を定点的、かつ長期

的に観測する調査。態度変容の兆しやフックとなる情報・事象の把握、購買行動変化の兆しをつかむ

ことを目的とし、2021 年 2 月から調査を実施。過去の調査結果はこちらからご覧ください。 
 
■ 調査概要   
日本全国の 15 歳～69 歳の男女を対象にインターネットで実施。人口動態に応じ、ウェイトバックして

集計。第 12 回は 2026 年 1 月 9 日～13 日に実施。n=3,300。 
 
過去の調査 
 第 1 回：2021 年 2 月 5 日～7 日 n=10,000  
 第 2 回：2021 年 4 月 13 日～15 日 n=3,000 
 第 3 回：2021 年 7 月 9 日～11 日 n=3,000 
 第 4 回：2021 年 12 月 6 日～8 日 n=3,000 
 第 5 回：2022 年 4 月 27 日～28 日 日本／10 カ国比較、各国 n=1,000 以上 
 第 6 回：2023 年 1 月 13 日～16 日 n=3,300 

https://web-assets.bcg.com/17/a2/4490155f4b37b7e294e2c0ee74ee/jp-sustainable-consumer-survey2026-vf.pdf
https://www.bcg.com/ja-jp/publications/2023/understanding-a-sustainable-society
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 第 7 回：2023 年 7 月 24 日～26 日 n=3,300 
 第 8 回：2024 年 1 月 19 日～23 日 n=3,300 
 第 9 回: 2024 年 7 月 22 日～24 日 n=3,300 
 第 10 回: 2025 年 1 月 8 日～10 日 n=3,300 
 第 11 回: 2025 年 7 月 25 日～28 日 n=3,300 
 
■担当者 
丹羽 恵久   マネージング・ディレクター & シニア・パートナー 

 
 
 
伊原 彩乃 プリンシパル 

 
 
 
上田 郁哉    アソシエイト・ディレクター、循環型経済 

            
 
 
■ ボストン コンサルティング グループ（BCG）について 
BCG は、ビジネスや社会のリーダーとともに戦略課題の解決や成長機会の実現に取り組んでいます。

BCG は 1963 年に戦略コンサルティングのパイオニアとして創設されました。今日私たちは、クライア

ントとの緊密な協働を通じてすべてのステークホルダーに利益をもたらすことをめざす変革アプローチ

により、組織力の向上、持続的な競争優位性構築、社会への貢献を後押ししています。 
BCG のグローバルで多様性に富むチームは、産業や経営トピックに関する深い専門知識と、現状を

問い直し企業変革を促進するためのさまざまな洞察を基にクライアントを支援しています。最先端のマ

ネジメントコンサルティング、テクノロジーとデザイン、デジタルベンチャーなどの機能によりソリューショ

ンを提供します。経営トップから現場に至るまで、BCG ならではの協働を通じ、組織に大きなインパク

トを生み出すとともにより良き社会をつくるお手伝いをしています。 
日本では、1966 年に世界第 2 の拠点として東京に、2003 年に名古屋、2020 年には大阪、京都、

2022 年には福岡にオフィスを設立しました。 
https://www.bcg.com/ja-jp/ 
 
■ 本件に関するお問い合わせ 
ボストン コンサルティング グループ マーケティング 中崎・福井・河西 
Tel: 03-6387-7000 / Fax: 03-6387-0333 / Mail: press.relations@bcg.com 

BCG パブリックセクターグループ、気候変動・サステナビリティグループ、マーケティ

ング・営業・プライシンググループのコアメンバー。カーボンニュートラル・気候変動

領域のエキスパート。 

東京大学工学部卒業。BCG に入社後、コンサルティングや人材育成、マーケティン

グ・広報に従事。 

BCG パブリックセクターグループのアジア・パシフィック地区リーダー。気候変動・サ

ステナビリティグループ、テクノロジー・メディア・通信グループ、社会貢献グループ、

および組織・人材グループのコアメンバー。 
慶應義塾大学経済学部卒業。国際協力銀行、欧州系コンサルティングファームを経

て現在に至る。 

 

BCG 気候変動・サステナビリティグループのコアメンバー。循環型経済領域のエキ

スパート。 

千葉大学工学部卒業。メーカー、グローバルコンサルティングファームなどを経て現

在に至る。 

https://www.bcg.com/ja-jp/
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